
１－１　協力の背景と概要

1996 年のフィリピン共和国（以下、「フィリピン」と記す）政府とモロ民族解放戦線

（Moro National Liberation Front：MNLF）との和平合意により、ムスリム・ミンダナオ自治区

（Autonomous Region in Muslim Mindanao：ARMM、5 州・1 市により構成）が設立された。約

412 万人が生活する同地域は、長期にわたる武力紛争の影響で同国の平均貧困率の 2 倍近くを

示し、最も社会経済発展が立ち遅れている。本格的な復興・開発が遅れている原因としては、

MNLF から分派したモロ = イスラム解放戦線（Moro Islamic Liberation Front：MILF）と政府と

の和平交渉の遅れ、各種インフラの未整備等が指摘されているが、とりわけ和平合意に基づき、

同国憲法上特別に認められた「自治」の下、権限を委譲された ARMM 自治政府の行政能力不足

が障害となっている。具体的には、行政の機能不全、元 MNLF 幹部・兵士を含む新規雇用職員

に対する研修不足、ARMM の具体的な行政権限の委譲及びそれに伴う制度整備の遅れが原因と

して挙げられている。

上記を踏まえ、JICA は「ムスリム・ミンダナオ自治区行政能力向上プロジェクト」（2004 年

12 月～ 2007 年 3 月）を実施することにより、ARMM 自治政府の幹部及び管理職を対象（総計

約 440 名）に研修参加者の基礎的な能力向上を支援してきた。この結果、行政及び地域開発の

基本的な知識は向上し、計画立案・運営面では一定の改善がみられるようになった。

しかしながら、ARMM の行政能力はいまだ多くの課題を抱えており、各専門分野の実務・技

術の向上、特に ARMM の中核的役割を担う中堅職員（テクノクラート）の育成が急務となっ

ており、優先課題におけるこれら中堅職員の能力向上を目的に技術プロジェクトの実施が同国

より要請され、2008 年 5 月から、日本政府の平和と復興支援プログラム（Japan-Bangsamoro 
Initiatives for Reconstruction and Development：J-BIRD）の下、本プロジェクトが開始され、経

済開発、インフラ開発の中堅職員の技術・実務能力強化とともに、前プロジェクトからの継続

活動である行政規程策定、人事情報管理といった行政基盤の整備を対象とした活動を開始した。

１－２　協力内容

ARMM 自治政府の行政能力を向上させるため、中核的役割を担う中堅職員に対して行政管理、

経済開発、インフラ開発分野の能力強化を行う。

（1）上位目標：ARMM 自治政府の行政能力が向上し、ARMM の経済開発が促進される。

１．案件の概要

国名：フィリピン共和国 案件名：ムスリム・ミンダナオ自治区人材育成プロジェクト

分野：計画・行政 援助形態：技術協力プロジェクト

所轄部署：フィリピン事務所 協力金額：3.7 億円（2010 年 9 月時点）

協力期間
2008 年 5 月 19 日～

2011 年 3 月 31 日

実施機関：ムスリム・ミンダナオ自治区（ARMM）自治政府

協力機関：知事官房（ORG）、ARMM 貿易産業局（DTI-ARMM）、

ARMM 公共事業局（DPWH-ARMM）他
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（2）プロジェクト目標： ARMM 自治政府の行政管理、インフラ開発、経済開発分野の中堅職

員の能力が育成される。

（3）成果（アウトプット）

（成果 1：行政管理）

1-1　行政規程及び施行細則（Implementing Rules and Regulations：IRR）案が作成される。

1-2　人事情報を収集、蓄積、配信するためのデータ管理システムが導入される。

（成果 2：インフラ開発）

2-1　ARMM 公共事業局職員の技術が改善される。

2-2　 ARMM 公共事業局におけるプロジェクト技術者の研修講師養成研修（Training of 
Trainers：TOT）トレーナーが訓練される（政府内）。

2-3　 （道路、橋、水システムの）建設プロジェクトに関する技術プロポーザルを関係部

局が作成できるようになる。

（成果 3：経済開発）

3-1　 選定されたハラル製品に対する行動計画が策定される。

3-2　 ARMM と県 / 郡事務所で、職員が選定されたハラル製品に関するビジネス支援情報

サービスを提供できるようになる。

3-3　 職員が選定されたハラル製品に関する生産・加工・品質管理技術アドバイスを提供

できるようになる。

3-4　 選定されたハラル製品のためのプロモーション・マーケティングツールが開発され

る。

（4）投　入

1）　日本側：総投入額　3.7 億円（2010 年 9 月時点）

専門家派遣：①総括 / 経済開発 / 人材育成、②副総括 / 行政管理 / 人材育成、③ビジネス

支援 / 人材育成、④人事情報システム / 人材育成、⑤インフラ開発 / 人材育成、⑥研修運

営管理 / モニタリングの分野で計 79.54M/M、延べ 75 名を投入する（2011 年 3 月末時点

予定）。

カウンターパート研修（日本）：11 名（2011 年 3 月末時点予定）

2）　フィリピン側

カウンターパート配置：行政管理 30 名、人事情報システム 43 名、インフラ開発 30 名、

経済開発 22 名が配置された。

事務所提供（コタバト市）及びコンピューター施設（土地・建物 = 新規建設物件）



３－１　実績の確認

（1）プロジェクト目標

「ARMM 自治政府の行政管理、インフラ開発、経済開発分野の中堅職員の能力が育成さ

れる。」

プロジェクト終了までにプロジェクト目標に設定されている指標はすべて達成されると

判断できる。すなわち、ARMM 自治政府の行政管理、経済開発、インフラ開発分野の中堅

職員の能力は育成されつつある。その根拠は、行政管理、インフラ開発、経済開発のそれ

ぞれのアウトプットが産出され効果が現れつつあることである。分野別に具体的には次の

とおりである。

（指標）行政管理

1-1　行政規程及び施行細則の草稿

1-2　参加している省庁の 75% が人事情報システムのアップデートを開始している。

1-3　職員（オペレーター）が人事情報システムの運用について指導することができる。

テクニカルワーキンググループ（Technical Working Group：TWG）により行政規程草稿

が知事に既に提出され、諮問委員会（Advisory Council）に行政規程草稿の最新版が既に提

出されている。行政規程施行細則の策定は開始され、3 機関を除き草稿は完成している（指

標 1-1）。人事情報管理システム（Human Resource Information System：HRIS）について

は、初期入力を終え更新に着手しているのは 16 機関（対象は 17 機関）である（指標 1-2）。
HRIS の総合管理を担う知事室の 4 名を含む 17 名がインストラクターとして教えられるレ

ベルにまで育成されており、システムの内容をよく理解している（指標 1-3）。

（指標）インフラ開発

2-1　省内技術研修のための TOT 指導者が 3 名育成される。

2-2　公共事業省のなかで、省内技術研修が導入される。

2-3　3 つのプロジェクトプロポーザルが完成し提出される。

インフラ管理 TWG の 15 名全員が研修受講を通じて“Project Engineer”相当レベルの能

力を習得している（指標 2-1）。TOT による省内研修については 2010 年 10 月下旬に実施の

予定（指標 2-2）。フィージビリティ・スタディ（Feasibility Study：FS）は 3 グループ（道路、

郡病院、水供給システム）ごとにプロポーザルを作成中であり、プロジェクト終了までに

地域計画・開発局（Regional Planning and Development Office：RPDO）に提出される見込み
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は高い（指標 2-3）。

（指標）経済開発

3-1　ビジネス支援デスクが開設され運営される。

3-2　 関係省庁機関や州事務所及び地方自治体によるハラル製品生産の技術支援供与が開始

される。

経済開発分野では、ヤギを対象としたビジネス・技術支援は農家研修中心に、相談員を

トレーナーのなかから選び、研修と相談の体制を整え、動き始めたところである（指標 3-1
及び 3-2）。

（2）成果レベルの達成状況

【行政管理】

成果 1-1 行政規程及び施行細則（Implementing Rules and Regulations：IRR）案が作成される。

終了時評価時点で、行政規程草稿が作成され、その施行細則が作成されつつあり、ほぼ

達成される見込みである。その根拠としては、行政規程草稿が知事に既に提出済み、諮問

委員会（Advisory Council）に行政規程の最新版が既に提出されている（指標 1-1-1）、行政

規程施行細則の策定はプロジェクト終了までに全部局において完成予定（未策定の部局は

3 機関）（指標 1-1-2）であることが挙げられる。

成果 1-2 人事情報を収集、蓄積、配信するためのデータ管理システムが導入される。

終了時評価時点で、人事情報を集め編集し広く提供するためのデータ管理が導入されて

いると判断でき、ほぼ達成された。その根拠としては、TWG メンバー全員がコンピューター

の基礎と人事システムの入力と運用の研修を受け（指標 1-2-1）、すべての対象部が人事情

報システムを導入した（指標 1-2-2）。研修評価は 5 点満点中 4.7 と高く（指標 1-2-3）、研

修前に 100 点満点の平均点が 40 点であった総合テスト結果が、研修後 75 点に上昇し（指

標 1-2-4）、対象部のうち 16 組織（94％）が入力を終えて更新作業に入っており（指標 1-2-
5）、HRIS データベースと学習教材が修正された（指標 1-2-6）ことが挙げられ、指標のすべ

てが満たされている。

【インフラ開発】

成果 2-1 ARMM 公共事業局職員の技術が改善される。

公共事業局（DPWH-ARMM）等職員の技術的資質はある程度向上し、ほぼ達成された。

研修を受講した 15 名が“プロジェクト・エンジニア”相当の能力を得た（指標 2-1-1）、研

修評価は 5 点満点中 4.7 と高く（指標 2-1-2）、研修参加者のインフラ管理に関する理解と

スキルが研修後に 60％上昇し（指標 2-1-3）、インフラ管理スキルの現場への応用（指標

2-1-4）については新たに 4 名が Regional Impact Project の担当となり、District レベルのエ

ンジニアにより的確に指示できるようになった。

成果2-2 ARMM公共事業局におけるプロジェクト技術者のTOTトレーナーが訓練される（政

府内）。

指導者育成研修がインフラ管理・FS グループ 30 名中 15 名の参加を得て開始された。指

標 2-2-1（現場技師用研修マニュアル・教材作成）、指標 2-2-2（インフラ管理グループの



80％に対する TOT）、指標 2-2-3（技師 10 名に対する TOT）、指標 2-2-4（TOT 参加者の満

足度）、指標 2-2-5（TOT 参加者のインフラ実施管理の理解・技能向上）、指標 2-2-6（TOT
参加者のインフラ管理の現場応用）は達成しつつある。

成果 2-3（道路、橋、水システムの）建設プロジェクトに関する技術プロポーザルを関係部

局が作成できるようになる。

技術的プロポーザルを書くための関連諸機関の能力強化は達成しつつある。その根拠と

しては、DPWH-ARMM 及び ARMM 関連組織〔RPDO 及び運輸通信省（DOTC）〕から、15
名がプロジェクトプロポーザル（PP）作成の研修に参加し（指標 2-3-1）、次回 11 月の研修

で FS 案が完成する。研修の満足度は極めて高い（91％）（指標 2-3-2）。研修参加者の理解

度とスキルの向上度は、研修前後の平均で 47％改善（指標 2-3-3）。獲得した技術・知識等

は FS 作成に活用されており（指標 2-3-4）、プロジェクト終了前に RPDO に提出される（プ

ロジェクト目標の指標 2-3）。

【経済開発】

成果 3-1 選定されたハラル製品に対する行動計画が策定される。

選定ハラル製品のためのアクションプランの策定は達成された。対象産品はヤギ生産に

特定されている。

成果 3-2 ARMM と州 / 地区事務所で、職員が選定されたハラル製品に関するビジネス支援

情報サービスを提供できるようになる。

ビジネス支援情報サービスを提供するための職員の能力強化は達成されつつある。その

根拠としては、TWG メンバーの研修と 2 回のフォロースルー活動への高い参加率（95％）

（指標 3-2-1）、参加者の研修満足度（5 点満点中 4.9）（指標 3-2-2）、研修後の参加者の理解・

スキル向上（研修前 17％ / 研修後 45％）（指標 3-2-3）、研修後の参加者の実践改善度（プ

ロジェクト開始直後 33％ / 研修後 85％）（指標 3-2-4）、経済開発 TWG メンバーの研修参加

者のうち 62％、12 名が TOT 講師として自信をもっている（指標 3-2-5）、TWG メンバー以

外も TOT 指導者による研修を受講している（指標 3-2-6）、ビジネス支援職員のためのガイ

ドが開発されている（指標 3-2-7）ことである。

成果 3-3 職員が選定されたハラル製品に関する生産・加工・品質管理技術アドバイスを提

供できるようになる。

技術アドバイスに必要な能力強化は達成しつつある。その根拠としては、生産・加工・

品質管理コントロール研修に加え「ハラル認定」研修を経済開発 TWG メンバー 20 名が受

講した（指標 3-3-1）、研修受講者の研修に対する満足度（目標達成観点からの満足度 4.5、
質の評価の観点からの満足度 4.4）（指標 3-3-2）、研修受講者の研修後の理解とスキルが改

善（研修前 22％ / 研修後 59％）（指標 3-3-3）、研修後の参加者の実践改善度（プロジェク

ト開始直後 53％ / 研修後 80％）（指標 3-3-4）、経済開発 TWG メンバーの研修参加者のうち

60％、12 名が TOT 講師として自信をもっていること（指標 3-3-5）、TWG メンバー以外の

20 名の研修受講（指標 3-3-6）、学習教材及び促進教材の作成（指標 3-3-7）による。

成果 3-4 選定されたハラル製品のためのプロモーションとマーケティングツールが開発さ

れる。

選定ハラル製品の促進とマーケティングツール等の開発は達成され、職員の能力強化も



達成されつつある。その根拠としては、経済開発 TWG メンバー 19 名（86％）が受講して

いることから目標値（80％）が達成されていること（指標 3-4-1）、参加者の研修への満足

度（5 点満点中 4.4）（指標 3-4-2）、研修受講者の研修後の理解・スキル改善（研修前 54％ /
研修後 69％）（指標 3-4-3）、研修教材を独自に作り始めた研修員がいること（指標 3-4-4）、
経済開発 TWG メンバーの研修参加者のうち 68％（13 名）が TOT 講師として自信をもっ

ていること（指標 3-4-5）、TWG メンバー以外の 19 名が普及員として養成されたこと（指

標 3-4-6）、マーケティング用教材（販売促進）の作成（指標 3-4-7）、モデル農家によるポ

スター作成等の販売促進の実施（指標 3-4-8）による。

３－２　評価結果の要約

（1）妥当性

妥当性は高い。事前・中間評価時に確認された妥当性判断根拠につき変更がないことが、

今般調査でも再確認された。第一に、「ミンダナオの和平と開発」はフィリピン政府中期開

発計画の重点課題の 1 つであり、ARMM 自治政府の行政能力不足は当該課題解決の障害と

認識されている。第二に、日本政府は、国別援助実施計画の優先課題の 1 つとして「ミン

ダナオの平和と安定への支援」を掲げている。なかでも ARMM 自治政府の行政強化を優先

課題としている。第三に、ARMM は、長年にわたる紛争の結果、組織としても個人として

も十分な教育訓練や実務経験を積む機会がなく、組織全体として著しい能力不足がみられ

るが、幹部職員は政治任命のため短期（3 年単位）で交代する可能性が高い。一方で中堅

職員は常勤で長期の勤務形態であり、かつ ARMM の行政能力向上には中核となる集団であ

り、本プロジェクトのターゲット・グループである中堅職員のニーズが明白である。

（2）有効性

有効性は高い。行政管理、インフラ開発、経済開発のそれぞれの成果が発現しており、

その結果としてプロジェクト目標も達成される見込みである。この結果として、ARMM 自

治政府の行政管理、インフラ開発、経済開発分野の中堅職員の能力は育成されつつある。

（3）効率性

効率性は高い。発現しつつある効果の大きさと投入の大きさを比較すると、活動として

は研修が中心であり、効率性に関する問題はみつからず適切である。投入のタイミングと

して、HRIS 施設の建設が遅れたことで関連活動に影響が出たが、建設は完成しており活動

の遅延は取り戻されている。HRIS センター用に供与されたコンピューターも、研修を受け

た職員によって、定期的に人事情報登録・更新用に利用されている。またローカルリソー

スを活用したことで効率化された。

日本人派遣に関し、治安の影響を受けやすいコタバトではなくダバオにおいて研修を実

施した結果、コタバトでの活動が中止された場合でもダバオでの機能を保持できたためプ

ロジェクト活動全体を中断せずに進められたことから危機管理対応が適切に行われ、時間

の無駄がなかった点で、ダバオ拠点は効率性を高めることに貢献している。



（4）インパクト

上位目標に係るインパクトは中程度である。指標の達成状況は以下のとおりである。

①　 行政管理分野では、行政規程が議会によって承認される期日は政治的な判断が入る

ため予測できないことから、指標として適切ではない。

②　 HRIS では、活動の継続性を条件に達成可能と推察される。ただし活用方法の具体性

が関係者間で確認されていない。

③　 インフラ分野では、活動の継続性を条件に達成可能と思われる。ただし、改善を図

る方法及び指標を更に明確にする必要がある。

④　 FS 分野では、この活動が続けられれば上位目標は達成できるであろう。

⑤　 経済開発分野では、この活動が続けられれば「ハラル製品が増産する」は達成でき

るであろう。しかし、「対象製品の売り上げが ARMM 地域で増加する」は予測する

には時期尚早である。「零細農家の対象製品（家畜など）のビジネスがより効率的に

なる」は、農家に対する研修は始まったばかりであるが、この活動が続けられれば

上位目標は達成できるであろう。

正のインパクトは高い。まず、関係省庁・機関間の関係強化・信頼醸成、研修を通じ

ての中央政府機関、他地域関連機関との関係構築が挙げられる。また、FS 分野で ARMM 
Regional Executive Legislative Agenda（ARELA）の優先プロジェクトから FS プロポーザル

作成の対象を選び、FS プロポーザル作成の過程で、地方自治体、関連機関のステークホル

ダーとのコンサルテーションが行われたことで、自治体との対話が図られ、政治介入のな

い計画の進め方を実践しつつある。経済分野では、トレーナーが近隣のヤギ農家に情報提

供をし始めたなどの事象も現れてきている。

目立った負のインパクトは特に観察されないが、研修の対象が地域事務所や農民に拡大

するにあたり、参加者数で地域間の格差が出ないよう、島嶼部地域への配慮等、参加者の

地域バランスを考えていく必要がある。

（5）持続性

持続性は中程度。①技術面に関しては能力・発展段階に相応な技術習得をめざしてお

り持続性を有していると判断されるが、②組織的・財政的な持続性が弱いと判断される。

①　技術面

提供されている技術は適切なレベルのものであり、中堅技術者の知識とスキルは向

上し、経験が積み重ねられている。また、離職が少ないことからその継続性は高いと

判断される。

②　組織面・政策面

TWG はプロジェクト終了とともに解散する可能性が高く、各活動はパイロットのよ

うな形で開始されており、全体として以下の点に関して進捗がみられる必要がある。

a）　制度・規則による業務の義務化（本来業務化）

b）　維持管理体制の確立

c）　技術・知識を維持する仕組み

③　財政面

プロジェクトの活動は、維持及び管理金額が過大にならないように配慮されてきた。



よって ARMM 自治政府の自助努力で予算の確保ができる範囲になっている。しかしな

がら予算確保の必要性は認識・検討され始めた段階であることから、更なる進展が必

要と思われる。

３－３　効果発現に貢献した要因

＜実施プロセスに関すること＞

TWG メンバーの適切な選定、カスケード方式、プロセスを重視した能力強化、裨益者を考慮

した研修及び活動の実施、また研修後に実施されたフォロースルー活動等の導入等、工夫をこ

らした取り組みにより、個人及び TWG としての能力向上に貢献した。

３－４　問題点及び問題を惹起した要因

＜実施プロセスに関すること＞

2009 年 11 月に勃発したマギンダナオ虐殺事件後は、緊急事態宣言が発せられ、治安状況も悪

化したため日本人専門家がコタバトに渡航できない期間があった。政権交代は外部条件にもか

かわる重要な事件であったが、新政権がプロジェクトの活動や成果に理解を示し、TWG メンバー

を交代させないようにとの指令が出たため、成果レベルやプロジェクトレベルに支障を来す阻

害要因にはならず影響は最小限に食い止められた。しかしながら活動レベルでの影響や、長官

や要職の交代により省庁によっては不調和が生じた。また、本来、ARMM 自治区政府側で独自

に進められるべきであった、プロジェクト成果持続のための体制づくりの遅れが生じた。

３－５　結　論

本プロジェクトは ARMM 政府の中堅職員の能力強化に貢献しており、プロジェクト目標及び

各成果の指標も達成済みないし達成される可能性が高い。しかし、上位目標の達成には活動の

継続という条件を満たす必要があるものの、特に HRIS、局内技術研修、プロポーザル（FS）作

成能力、ハラル製品の生産・ビジネス支援に関しては組織面・財政面の持続性が十分ではない。

この点については、プロジェクトの一定期間の延長により強化することが可能と判断される。

３－６　提　言

各成果について、現行協力期間中及び延長期間中に実施すべきことは以下のとおりである。

３－６－１　行政管理

（1）行政規程及びその細則

ARMM 自治政府議会による承認が重要となるため、その承認状況のモニタリングを行

うこと、必要に応じて議論が活発になるようにセミナー等の機会を利用する。承認後には、

行政規程の普及セミナー等を企画することも必要となるであろう。継続的に、行政規程

等を修正する能力等を担当行政官が有しているか、アセスメントを実施することも一案

である。また、規程修正に関する業務を ARMM として制度的に保障することも重要であ

る。



（2）人事情報管理システム

人事情報管理システムの技術的妥当性、オペレーターの能力及び、HRIS センターの建

設は、HRIS を継続的に稼働させていくうえで一定のレベルに達している。しかしながら、

HRIS 入力業務は依然として正式業務として政府内で承認されていないため、継続性の

観点から制度的な保障を行うことは重要である。さらに、情報セキュリティー、システ

ムの維持管理、システム改善等に関する役割を担う部署と技術をもつ人材が必要である。

またより包括的な HRIS 運用のためには、対象とされていない部署の情報も入力される

ことが望ましい。

３－６－２　インフラ開発

（1）インフラ建設・維持管理

本トレーナーは単なるインストラクターではなく、今後 ARMM 公共事業局でさまざま

な公共事業実施の支援及び監督を行っていく際のリソースパーソンである。トレーニン

グのニーズは高く、10 月から実施される in-house トレーニングの実施体制の確立は重要

である。制度整備・トレーナーの能力向上・予算の手当て等に関して、議論及び実現の

促進を行っていくことは重要である。

（2）フィージビリティ・スタディ（プロジェクトプロポーザル作成）

本分野のニーズは高いが、長期にわたり政府内で能力強化が行われていなかったため、

人材の能力は低く、彼ら自身が in-house トレーニングを実施するレベルに至っていない。

そのため、本プロジェクトで能力強化した人材を活用し、一定の能力をもった人材をプー

ルすることが重要。

３－６－３　経済開発〔ハラル製品（ヤギ）に関するビジネス・技術支援（トレーニング・相談）〕

モデル産品がヤギとなったことにより、窓口で行う支援から、普及員形式のような現場で

の支援が重要となっている。対象農民のレベルは零細農家のレベルを脱していないことから、

ビジネス活動のリスクを十分に考慮したうえで、支援活動を継続していく必要がある。支援

システムをより有効に機能させるために、参加している機関の協調を促し、育成されたトレー

ナーへの追加のトレーニングを実施しながら能力強化及び相談受付方法の改善を行うことが

重要である。

３－６－４　持続性確保

紛争影響地域内にあり、1990 年の設立以来武力衝突や紛争の影響を受け、現在もなお治安

状況が極めて不安定であるプロジェクトサイトにおいて、本プロジェクトは活動を一歩ずつ

着実に実施してきたといえる。今後は、発現したプロジェクトの成果を ARMM 自治政府自身

で持続できるようにし、制度整備・管理体制整備に関する活動を実施することがまず望まれ

る。能力強化に関しては選択と集中を進め、一定の知識と技術をもった人材グループを構成

することが重要と思われる。本プロジェクトにおいては当初、個人に向けた能力強化を行っ

てきたが、その部分に関して一定の成果が確認された現時点において、自立発展に関しての

必要最低限の環境整備（制度・維持管理体制・知識 / 技術レベルの維持）の活動を継続する



ことを提言したい。

３－７　教　訓

① 　治安の安定しているダバオを研修地とすることで治安上の制約を排除し成果を収めるこ

とができた。同時に研修後のフォロースルーとの組み合わせにより効果の発現につながっ

たと考えられる。個人の能力の向上、中核となる人材の育成としては効果的なアプローチ

であるが、研修をカウンターパート機関が継続していくにあたっては、財政面、ロジ面で

の検討が必要である。

② 　行政規程、細則の策定、インフラ管理、経済開発（ヤギ生産）においては、ローカルリソー

スが有効に活用された。またローカルリソースを活用することにより、同時に、中央省庁、

第 11 地域等の他地域の関係者との関係構築にもつながった。

③ 　物事が地縁・血縁、政治的影響で決まることが多いなか、関係者が多岐にわたる分野で

は TWG の導入はコミュニケーション促進や共通認識形成において効果的な方法であった。

④ 　ニーズが多岐にわたる紛争影響国での支援では、本プロジェクトのようにプロジェクト

目標が包括的なものとなる場合もあり、プロジェクト目標の指標で柔軟に対応することも

一案である。



1-1. Background and outline of the project
The 1996 peace agreement between the government of the Republic of the Philippines and the Moro 

National Liberation Front (MNLF) led to the establishment of the Autonomous Region in Muslim Mindanao 
(ARMM) consisting of five provinces and one city. Many years of armed conflict have left the ARMM, with 
a population of about 4,120,000 residents, the least socioeconomically developed region in the Philippines, 
and having a poverty rate nearly double the country’s average. The setback in full-scale restoration and 
development stems from delayed peace talks between the government and the Moro Islamic Liberation Front 
(MILF) that broke away from the original MNLF, various types of infrastructure lacking development, and 
other factors. In particular, the lack of administrative capability of the ARMM government, in which power 
has devolved through the “autonomy” specially approved under the constitution of the Philippines based 
on the 1996 peace agreement, has been an obstacle. More specifically, the causes include dysfunctional 
government, inadequately trained new staff members including former MNLF officials and soldiers, and 
delays in delegating specific administrative power to the ARMM and developing a support system for that 
purpose. 

For the above reasons, JICA implemented the ARMM Administrative Capacity Development Project 
(December 2004 – March 2007) to improve the basic skills of ARMM government executives and officials (a 
total of about 440 members) who participated in the training. As a result, these executives and officials have 
improved their basic knowledge about administration and regional development, and thus demonstrated better 
skills in planning and management. 

The administrative capacity of the ARMM government still lacks in a number of aspects, however, and 
thus requires the improvement of practical/technical skills in specific fields and especially the development 
of mid-level officers (technocrats). The government of the Philippines has requested that a technical support 
project be implemented for improving the capabilities of these technocrats as a priority issue. In response, 
this project was launched in May 2008 as part of the Japanese government’s peace and reconstruction support 
program known as the Japan-Bangsamoro Initiatives for Reconstruction and Development (J-BIRD), which 

Autonomous Region in Muslim Mindanao Human Resource Development Project 
in the Republic of the Philippines

Summary of Terminal Evaluation Results

1. Outline of the project

Country: The Republic of the Philippines

Project Title: Autonomous Region in Muslim Mindanao (ARMM) Human Resource Development Project

Issue/Sector: Governance Cooperation Scheme: Technical Cooperation Project
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initiated activities to develop administrative infrastructure, establish the Administrative Code, manage human 
resource information carried on from the previous project, and strengthen the practical/technical skills of 
technocrats for economic and infrastructural development. 

1-2. Project overview
The Project develops capacity of mid-level officers (technocrats) in administrative management, 

infrastructural development and economic development, aiming at improvement of administrative capacity of 
the ARMM government,

(1)	� Overall goal: To improve the ARMM government’s administrative capacity and promote economic 
development.

(2)	� Purpose of the project: To develop the skills of mid-level management for the ARMM government’s 
capabilities of administrative management, economic development, and infrastructural development.

(3)	� Outcomes (output)
Outcome 1: Administrative management
1-1.	�Draft of the Administrative Code and proposals for the related Implementing Rules and Regulations 

(IRR) are prepared. 
1-2.	�A data management system for the collection, storage, and distribution of human resource 

information is adopted. 
Outcome 2: Infrastructural development 
2-1.	�Technical skills of the DPWH-ARMM staff members are improved. 
2-2.	�Training of Trainers (TOT) trainers for project engineers in the DPWH-ARMM are trained (in the 

government).
2-3.	�Relevant departments are able to develop technical proposals for construction projects (e.g., roads, 

bridges, water supply system). 
Outcome 3: Economic development 
3-1.	�An action plan for selected halal products is developed. 
3-2.	�Governmental officials are able to provide business support information service for selected halal 

products in the ARMM and province/district offices. 
3-3.	�Government officials are able to provide technical advice on the production, processing, and quality 

control of selected halal products. 
3-4.	�Promotion and marketing tools for selected halal products are developed.

(4)	 Input
A. Japanese side: Total project cost is 370 million Japanese yen (as of September 2010).
Expert dispatch: Japanese consultants were dispatched for 75 times (79.54 M/) in total in the areas of 
1) project management/economic development/human resource development, 2) project management 
assistance/administrative management/human resource development, 3) business support/human resource 
development, 4) human resource information system/human resource development, 5) infrastructural 
development/human resource development, and 6) training operation management/monitoring (planned by 
the end of March 2011).
Counterpart training in Japan: 11 members (planned by the end of March 2011) 

B. Philippine side
Counterpart personnel: A total of 30 members for administrative management 43 members for human 



resource information system, 30 members for infrastructural development, and 22 members for economic 
development were placed in position. 
Offices (provided by Cotabato City) and computer facilities (e.g., land and buildings as newly constructed 
properties) are provided.

3-1. Review of achievements
(1) Project Purpose: 

The project aims to develop the skills of mid-level management for the ARMM government’s capabilities 
of administrative management, economic development, and infrastructural development. 
All indicators of the Project Purpose are considered to be achieved by the end of the project. In other 
words, the skills of mid-level management for the ARMM government’s capabilities of administrative 
management, economic development, and infrastructural development have been developed.

The judgment above is based on the fact that outcomes of administrative management, infrastructural 
development, and economic development have been produced, respectively, with the effects thereof 
beginning to show. Specific achievements for said control and development are as follows:

Indicators for administrative management 
1-1. Draft of the Administrative Code and Implementing Rules and Regulations (IRR) 
1-2. Many (75%) participating government offices have begun updating their human resource information 
systems. 
1-3. Officials (operators) are able to instruct operation of the human resource information system.

The technical working group (TWG) has submitted a draft of the Administrative Code to the governor, 
with the latest draft already having been submitted to the Advisory Council. The detailed Administrative 
Code and Implementing Rules and Regulations (IRR) are being developed and drafts have been completed 
except for three agencies (Indicator 1-1). Sixteen of 17 total agencies have completed initial data input 
for the human resource information control system (HRIS) and begun updates (Indicator 1-2). Seventeen 
members have acquired the skills as instructors to teach others how to operate the HRIS, including four 
members in the governor’s office that adequately understand the system in detail, and who are in charge of 
general HRIS management in the future (Indicator 1-3).

2. Outline of Evaluation Team
Evaluation 
team

(1)  Japanese members
Leader: Hiroshi Kawakita (Senior Advisor, Institute for International Cooperation, JICA) 
Evaluation analysis: Kimihiro Konno (VSOC Co., Ltd.) 
Evaluation planning: Shiho Akamatsu (Coordinator, JICA Philippines Office) 
Cooperation planning: Martha P. Parrenas (JICA Philippine Office)
(2)  Philippine member
Leader: Randolph Parcacio Chairperson (Bangsamoro Lawyers Network)

Period of evaluation: September 19 - October 8, 2010 Type of evaluation: Terminal evaluation

3. Outline of Evaluation Results



Indicators for infrastructural development 
2-1. Three TOT instructors for technical training in government departments are developed. 
2-2. Department technical training is adopted in the DPWH. 
2-3. Three project proposals are completed and submitted.

All 15 members of the infrastructure management TWG have acquired skills equivalent to those of a 
project engineer through the training (Indicator 2-1). Department training provided by TOT is scheduled 
for late October (Indicator 2-2). In addition, the feasibility study (FS) TWG has been divided into three 
groups (i.e., roads, municipal hospitals, water supply system) for each member to develop a proposal. 
The draft proposals are likely to be completed in November and submitted to the Regional Planning and 
Development Office (RPDO) by the end of the project (Indicator 2-3).

Indicators for economic development 
3-1. A business support section is created and begins operation. 
3-2. Related government offices and agencies, provincial offices, and local governments begin providing 
technical support for manufacturing halal products. 
In the area of economic development, consultants were selected from among the trainers to provide business 
and technical support for training on raising goats, and they later developed a consultation system, which 
has just begun operation (Indicators 3-1 and 3-2).

(2) Achievement at the Outputs level 
[Administrative management] 
Output 1-1. Draft regulations and proposal for the related Implementing Rules and Regulations (IRR) are 
prepared.

By the time of terminal evaluation, the draft of Administrative Code has already been prepared with the 
Implementing Rules and Regulations (IRR) in the process of being prepared. This statement is based on 
the fact that the TWG has already submitted a draft of the Administrative Code to the governor, that the 
latest edition of the Administrative Code has already been submitted to the Advisory Council (Indicator 
1-1-1), and that all departments are scheduled to complete the preparation of the Implementing Rules and 
Regulations (IRR) and Administrative Code by the end of the project (as only three agencies have yet to 
complete the process) (Indicator 1-1-2).

Output 1-2. A data management system for the collection, storage, and distribution of human resource 
information is adopted.

A data control system for the collection, compilation, and extensive distribution of human resource 
information is deemed adopted by the time of terminal evaluation. This judgment is based on the fact that 
all 43 TWG members have received training on computer basics, data input, and HRIS operation (Indicator 
1-2-1), and that all departments concerned have introduced the HRIS (Indicator 1-2-2). The assessment 
of the training conducted indicates a high score of 4.7 out of 5 points (Indicator l-2-3). The results of 
comprehensive examinations to determine the effect of training showed an average of 75 points after the 
training, an increase from 40 points before the training (Indicator 1-2-4). Sixteen (94%) of all departments 



concerned have completed data entry and begun updating the data (Indicator 1-2-5). Moreover, corrections 
have been made to the HRIS database and learning materials (Indicator 1-2-6). As a result, all the Indicators 
have been achieved.

[Infrastructural Development] 
Output 2-1. Technical skills of the DPWH-ARMM staff members are improved.

By the time of terminal evaluation, the technical quality of officials from the DPWH-ARMM and other 
departments has been improved to a certain extent, and all 15 members who received the training had 
acquired skills equivalent to those of a project engineer (Indicator 2-1-1). The assessment of the training 
indicates a high score of 4.7 out of 5 points (Indicator 2-1-2). The understanding and skills of the training 
participants in infrastructure management have substantially improved (60%) from before the training to 
after the training (Indicator 2-1-3). Their use of infrastructure management skills has apparently increased 
and become more effective (Indicator 2-1-4), as we have been informed that four new members have 
assumed responsibility for the regional impact project, and that the officials have been able to provide 
accurate instructions to on-site managers at the district level (district engineers).

Output 2-2. TOT trainers for project engineers in the DPWH-ARMM are trained (in the government).

By the time of terminal evaluation, instructor development training began and was joined by 15 participants 
selected from 30 members of the infrastructure management and FS groups. Indicators 2-2-1 (Training 
manuals and materials for Field Engineers), 2-2-2 (80% of DPWH infra-management group trained in TOT), 
2-2-3 (10 ARMM engineers’ attendance and completion of TOT), 2-2-4 (TOT participants’ satisfaction), 
2-2-5 (TOT participants’ understanding and skill in infra implementation management), and 2-2-6 (TOT 
participants’ field application of infrastructure management skills) are gradually being achieved.

Output 2-3. Relevant departments are able to develop technical proposals for construction projects (e.g., 
roads, bridges, water supply system).

By the time of terminal evaluation, the abilities of relevant departments to write a technical proposal for 
construction projects (e.g., roads, bridges, water supply system) are deemed to have been improving. This 
judgment is based on the fact that 15 members of the DPWH-ARMM and ARMM-related agencies (RPDO 
and DOTC) participated in the training for project proposal (PP) development (Indicator 2-3-1), and that 
the FS proposal will be completed at the next training session in November. Satisfaction with the training 
is very high (4.1 out of 5 points) (Indicator 2-3-2). The understanding and skills of training participants 
have improved 47% on average before and after the training (Indicator 2-3-3). The technical skills and 
knowledge acquired are then applied to FS development (Indicator 2-3-4), which will be submitted to the 
RPDO before the project ends (Indicator 2-3-4 of project goals).

[Economic Development] 
Output 3-1. An action plan for selected halal products is developed.

By the time of terminal evaluation, an action plan that specifically concerns the production of goats for 



selected halal products had been developed.

Output 3-2. The ARMM and province/district offices are able to provide business support information 
service for selected halal products.

By the time of terminal evaluation, the skills of officials are deemed improved for the purpose of providing 
business support information service for selected halal products. This judgment is based on a high rate 
of participation (95%) of the TWG members in training and the two occasions of follow-up activities 
(Indicator 3-2-1), the high satisfaction of participants with the training (4.9 out of 5 points) (Indicator 3-2-
2), the improved understating and skills of participants after the training (17% before training and 45% 
after training) (Indicator 3-2-3), significantly improved practical application by the participants after the 
training (from 33% immediately after project startup to 85% after the training) (Indicator 3-2-4), and the 
fact that 12 members (62%) of the economic development TWG are confident of being a TOT instructor 
(although needing some additional training) (Indicator 3-2-5), 19 people other than the TWG members 
have been trained by TOT instructors (Indicator 3-2-6), and that guidelines for business support members 
have already been developed (Indicator 3-2-7).

Output 3-3. Government officials are able to provide technical advice on the production, processing, and 
quality control of selected halal products.

By the time of terminal evaluation, the abilities of officials to provide technical support for the production, 
processing, and quality control of selected halal products are deemed to have been improving. This 
judgment is based on the fact that 20 members of the economic development TWG participated in halal 
certification training in addition to the training on production, processing, and quality control (Indicator 
3-3-1), the high satisfaction of trainees with the training (4.7 out of 5 points) (Indicator 3-3-2), the 
improved understanding and skills of the trainees after the training (from 22% before the training to 59% 
after the training) (Indicator 3-3-3), significantly improved practical application by the participants after 
the training (from 53% immediately after project startup to 80% after the training) (Indicator 3-2-4), that 
12 members (60%) of the economic development TWG are confident of being a TOT instructor (Indicator 
3-2-5), 20 people other than the TWG members have received the training (Indicator 3-3-6), and that 
learning materials and supporting educational materials have already been developed (Indicator 3-3-7).

Output 3-4. Promotion and marketing tools are developed for selected halal products.

By the time of terminal evaluation, promotion and marketing tools for selected halal products have been 
developed and skills of officials are deemed developed. This judgment is based on the fact that 19 members 
(86%) of the economic development TWG received the training, thereby achieving the indicator of 
having 80% of this TWG’s members take the promotion and marketing training course for halal products 
(Indicator 3-4-1), the high satisfaction of participants with the training (4.4 out of 5 points) (Indicator 3-4-
2), the improved understanding and skills of the trainees after the training (from 54% before the training to 
69% after the training) (Indicator 3-4-3), with some trainees developing their own training materials even 
though only considered “somewhat improved" by instructors (Indicator 3-4-4), that 13 trainee members 
(68%) of the economic development TWG are confident of being a TOT instructor (even though instructors 



recognize the need for additional training) (Indicator 3-4-5), 19 people other than the TWG members are 
requested to serve as Extensions Officers (Indicator 3-4-6), marketing learning materials (sales promotion) 
have already been developed (Indicator 3-4-7), and that such sales promotion activities as creating posters 
are likely to begin by model farmers (Indicator 3-4-8).

3-2. Summary of evaluation results
(1) Relevance

Relevance is high. The terminal evaluation has reconfirmed the fact that no changes have been made to the 
basis of judging appropriateness as confirmed at the advance and interim evaluations, thereby suggesting 
a high level of appropriateness. In other words, firstly, “peace and the development of Mindanao” are 
important issues in the medium-term development plan of the Philippine government, and the ARMM 
government’s lack of administrative capacity is considered an obstacle to resolving this issue. Secondly, 
the Japanese government has positioned “support for the peace and stability of Mindanao” as one of 
the priority issues in its country-specific support implementation program. In particular, strengthening 
the administration of the ARMM government is considered a priority issue. Finally, while the ARMM 
severely lacks capabilities throughout its entire organization due to inadequate opportunities for obtaining 
satisfactory education, training, and practical experience for both the organization and individuals 
following many years of conflict, the executive officers (as political appointees) will likely be replaced in 
a short time (every three years). Meanwhile, mid-level officers are full-time and long-term workers who 
constitute the core group for improving the administrative capacity of the ARMM. Thus, the need for mid-
level officers—the target group of this project—is quite evident.

(2) Effectiveness
Effectiveness is high. By the time of terminal evaluation, the indicators of the Project Purpose are likely 
to be achieved. At the same time, the effects emerging from the resulting Outputs of administrative 
management, infrastructural development, and economic development have been achieved, and thus 
the Project Purpose is likely to be achieved. As a result, the skills of mid-level officers of the ARMM 
government are being developed in the areas of administrative management, infrastructural development, 
and economic development.

(3) Efficiency
Efficiency is high. A comparison of the level of effects beginning to appear and the level of input reveals 
no issues concerning efficiency, but the activities appropriately emphasize training. As the timing of 
input, delays in the construction of HRIS facilities had affected relevant activities, but construction is now 
completed, thus making up for lost time. Members who have been trained to register and update human 
resource information periodically use the computers provided at the HRIS center. Therefore, the use of 
local resources is considered to have contributed to increased efficiency.
The dispatched Japanese personnel were trained in Davao City rather than in Cotabato, where there is a 
lack of public safety. This led to a finding that even if activities in Cotabato were interrupted, the function 
could be maintained in Davao, thereby helping to avoid the interruption of all project activities (particularly 
between last December and January of this year). The Davao office thus contributed to higher efficiency 
through its appropriate responses in crisis management and by not wasting time.



(4) Impact
Impact on the Overall Goal is fair. The following describes achievements of the Overall Goal, indicators.

A)	� In the area of administrative management, the deadline for congressional approval of the Administrative 
Code is not predictable given the political decisions to be made, and thus is inappropriate as an 
indicator.

B)	� In the area of HRIS, the indicators are supposedly achievable on the condition of continuous activities. 
However, the specific method of use has not been confirmed among the relevant parties.

C)	� In the area of infrastructure, the indicators are supposedly achievable on the condition of continuous 
activities. However, the method and indicators of improvement must be more clearly defined.

D)	� In the FS area, the overall goal should be achievable if these activities are continued.
E)	� In the area of economic development, the indicator to increase the production of halal products 

should be achievable, provided that related activities are continued. However, it is too early to predict 
an increase in target product sales in the ARMM. While the training of farmers has just begun, the 
overall goal of improving the efficiency of a target product business (such as livestock) of small 
farmers should be achievable, provided that these related activities are continued.

Positive impact is high. It includes strengthening relationships and building trust among related 
government offices and agencies, and building relationships among central government agencies and 
relevant organizations in other regions through training. In the FS area, projects for which a FS would 
be conducted or proposals would be made are selected from priority projects on the ARMM Regional 
Executive Legislative Agenda (ARELA). Consultations with the stakeholders (e.g., local governments, 
related agencies) were held in the process of preparing a FS and proposals, thus facilitating a dialogue 
with the municipalities involved in planning without any political intervention. In the economic area, the 
trainers are now beginning to provide neighboring goat farmers with necessary information.

While no negative impact was particularly observed at the time of terminal evaluation, the regional balance 
of participants such as those living in island regions must be considered to minimize risks of regional 
disparity in expanding the training program to local offices and farmers,

(5) Sustainability
Sustainability is fair. In the technical aspect (1), the participants aim to acquire technical skills consistent 
with the capacity and development levels considered necessary to maintain continuity. In the organizational 
and financial aspects (2), however, sustainability is considered inadequate.

(1) Technical aspects 
An appropriate level of technologies is provided, with mid-level engineers having improved their 
knowledge and skills, and increased their experience. The low rate of resignation also suggests a high 
level of continuity.

(2) Organizational and policy aspects
The TWG is likely to be dissolved when the project ends, so that each activity will be initiated in a 
manner similar to that of a pilot project. Overall, progress must be made in the following areas:
A)  Making operations compulsory (as proper operations) through a system and as per regulations



B)  Establishing maintenance and management systems
C)  Mechanism of maintaining technical skills and knowledge

(3) Financial aspects 
The project activities have been controlled to prevent an excessive amount of funds from being spent 
on maintenance and management. Therefore, the budget is in a range that can be secured by the ARMM 
government through its self-help efforts. As the government is just beginning to recognize and consider 
the need to secure a budget, however, further progress must be made.

3-3. Factors contributing to effectiveness 
<Implementation process>
The proper selection of TWG members, the cascade method, process-oriented improvement of skills, 
training and activities that take the beneficiaries into account, introduction of follow-through activities to be 
conducted after training, and other creative efforts are considered to have helped improve the capabilities of 
both individuals and the technical working group.

3-4. Problems and factors causing problems 
<Implementation process>
In November 2009, a state of emergency was declared in the wake of the Maguindanao massacre, which 
threatened public safety and prevented Japanese experts from traveling to Cotabato for some time. While the 
change of government was a significant event that even affected external conditions, the new government 
understood the importance of the project, associated activities and results, and thus ordered that the TWG 
members not be replaced. The turn of events did not become a disincentive that would otherwise adversely 
affect the level of the project and its achievements, and only had a minimal effect. However, the effect at the 
activity level and the replacement of the director and other key officials caused conflict in some government 
offices. This also delayed the development of a system to sustain the project’s achievements, a task that the 
ARMM government should have originally conducted independently.

3-5. Conclusion
The project has contributed to capacity development of mid-level officers of the ARMM government and 
indicators of the Project Purpose and the Outputs have achieved or are likely to be achieved by the end of the 
project. Nevertheless, organizational and financial sustainability of HRIS, in-house training (infrastructure 
management) and Halal production support, which are preconditions for achievement of the Overall Goal, 
is still weak. That can be consolidated by extending the project duration for a certain period. 

3-6. Recommendations
Issues to be addressed during the current project period and the possible extension period are as follows.
3-6-1. Administrative management

(1)  Administrative Code and Implementing Rules and Regulations (IRR)
As the approval by the Regional Legislative Assembly of the ARMM government will be important, 
the status of approval will be monitored, with seminars or other events being used to promote active 
discussions, if necessary. After approval, seminars and other events to promote the implementation of the 
Administrative Code should be planned. Assessment may be carried out to determine whether the officials 
in charge are capable of continuously improving the Administrative Code. It is also important that the 



ARMM institutionally guarantees operations associated with the revision of rules.

(2)  Human resource information control system
The technical appropriateness of the human resource information control system (HRIS), the capacity of 
operators, and construction of the HRIS center have reached a certain level for continuous HRIS operation. 
HRIS input operation, however, has yet to be approved by the government as a formal task; therefore, 
providing institutional guarantee is important for continuity. In addition, departments playing the roles 
associated with information security, system maintenance, and system improvement, and human resources 
having technical capabilities are needed. For more comprehensive HRIS operation, information from 
departments outside the project should also be entered.

3-6-2. Infrastructural development
(1)  Construction and maintenance of infrastructure
This trainer is not simply an instructor, but a “resource person” working to support and oversee various 
public works projects to be implemented by the DPWH-ARMM in the future. The training is urgently 
needed, and it is important to establish an operational system of in-house training that will begin in October. 
It is also important to promote the discussion and achievement of system development, improvement of 
trainer skills, and necessary budget allocation.
(2) Feasibility study (preparation of project proposals)
Despite the extremely high need for projects in this area, the government has failed to strengthen its 
capacity for many years. As a result, the applicable human resources have low capabilities, and have yet 
to reach a level for providing in-house training to others. For this reason, it is important to use human 
resources having skills improved in this project, and maintain a pool of workers having a certain level of 
capacity.

3-6-3. Economic development
(1)  Business and technical support for halal products (goats) (training and consultation)
As goats were selected as the model product, the form of support has been shifting from that provided at 
an office to on-site support provided by personnel similar to Extensions Officers. Because the business of 
the target farmers remains still very small in scale, the risks of their business activities must be fully taken 
into account in order to continue support activities. To realize a support system that can function more 
effectively, it is important to strengthen skills and improve the method of accepting consultation requests, 
while encouraging the cooperation of participating organizations and providing additional training to the 
trainers already developed.

3-6-4. Ensuring sustainability
The project region is located within the conflict-affected area—the scene of armed conflict and disputes since 
being established in 1990. Public safety at the project site remains extremely unstable, and yet, the project 
has made steady progress in its activities one step at a time. From now on, activities should be conducted 
to develop a system and management structure for helping the ARMM government independently enhance 
the achievements made by the project. To improve capacity, it is conceivably important to organize a 
group of human resources possessing a certain level of knowledge and technical skills through careful 
selection and concentration. This project initially supported improving the skills of individuals, and certain 



achievements have now been confirmed in this regard. The activities to develop the minimum required 
environment for independent development (e.g., system, maintenance/management structure, maintenance 
of knowledge/technical levels) should be continued.

3-7. Lessons learned
● Using Davao City with its stable public safety as the training site helped eliminate safety constraints and 
facilitated achievement. At the same time, the combination with follow-through after training supposedly 
improved the effect. While this is an effective approach toward improving individual skills and developing 
core human resources, the financial and logistics aspects must also be considered in order for the counterpart 
organizations to continue the training. 
● Local resources were used effectively for the establishment of the Administrative Code and Implementing 
Rules and Regulations (IRR), infrastructure management, and economic development (i.e., raising goats). 
The simultaneous use of local resources also helped build relationships with relevant parties in other areas, 
such as the central government offices and Region 11. 
● Given that decision making is often affected by nepotism and politics, introducing the technical working 
group was an effective way of promoting communication and establishing shared understanding in areas 
where the relevant parties are diversified. 
● As exemplified by this project, the goals of a project to support a country affected by armed conflict and 
having diversified needs become comprehensive in some cases. The indicators for a Project Purpose may be 
used flexibly when responding to such a case.
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